
令和３年第２回 
 

 

定 例 会 会 議 録 
 

 

 

 

会  期 

令和 3 年 6 月 17 日（月）から 

令和 3 年 6 月 16 日（水）まで 

 

会 議 日 

令和 3 年 6 月 17 日（月） 

令和 3 年 6 月 10 日（木） 

令和 3 年 6 月 16 日（水） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東東東 串串串 良良良 町町町 議議議 会会会   



令和３年第２回東串良町議会定例会（第１号） 

 

開  会 令和３年６月７日 午前１０時００分 

  散  会 令和３年６月７日 午前１０時２０分 

 

出 席 議 員 （１０人）  

１番 小 川 香 織      ２番 児 玉 勇 治 

３番 瀨戸山 譲 一      ４番 牧 原 完 治 

５番 西 園 貞 美      ６番  泊  重 巳 

７番 前 田  隆       ８番 上 園 ミ キ 

９番 宮 地 利 雄     １０番 田之畑  稔 

 

欠 席 議 員 （０人） 

 

 

会議録署名議員（会議規則第１２７条） 

３番 瀨戸山 譲 一      ４番 牧 原 完 治 

 

職務のため出席した者の職・氏名 

 事務局長   浜 屋 啓 子    書  記   大 園 保 広 

 

地方自治法第 121 条の規定による出席者は次のとおりである。 

町  長    宮 原  順    住民課長        田 尾  勝 

副町長    畠 中 勇一郎   企画課長         中 島 孝 一 

教育長    天 神 康 男   農地課長兼農業委員会事務局長   前 田 秀 一 

会計管理者  有 嶋 義 昭   管理課長兼学校給食共同調理場所長  中小野田 輝幸 

総務課長   江 口 勝 志   社会教育課長        吉 留 潤一郎 

農林水産課長 瀬戸山 雅 樹   総務課長補佐        上 野 史 生  

福祉課長   吉 永 広 史           

税務課長   東水流  勝    

建設課長   宮 地 利 行    

 

議 事 日 程   別紙のとおり 

会議に付した事件   議事日程のとおり 

会 議 の 経 過   別紙のとおり 

 



日程第  1 会議録署名議員の指名

日程第  2 会期決定の件

日程第  3 諸般の報告

日程第  4 報告第 1号

日程第  5 議案第30号

日程第  6 議案第31号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定について

日程第  7 議案第32号

日程第  8 議案第33号

日程第  9 発委第 2号

議　事　日　程

議会活性化調査特別委員会の設置に関する決議

令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）

令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予
算（第１号）

ホイールローダー購入契約について

令和２年度東串良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について



会  議  の  経  過 

 

-1- 

開   会    午前１０時００分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、令和３年第２回東串良町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番 瀨戸山譲一議員及び

４番 牧原完治議員を指名します。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２ 会期決定の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第２ 会期決定の件を議題にします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から６月１６日までの１０日間としたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月１６日までの１０日間に決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第３ 諸般の報告 

 

議 長（田之畑） 

日程第３ 諸般の報告を行います。 

本日までに受理した陳情の２件は、お手元に配りました陳情書の写しのとおり、教

育産業常任委員会に付託しましたので、報告します。 

また、議長及び町長の報告は、お手元に印刷して配付してありますので、報告を省

略します。 
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第４ 報告第１号 令和２年度東串良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に 

             ついて 

 

議 長（田之畑） 

日程第４ 報告第１号 令和２年度東串良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

についてを議題とします。 

本件について、町長からの説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

おはようございます。 

報告第１号 令和２年度東串良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について、御

説明申し上げます。 

地方自治法施行令第１４６条第２項及び東串良町会計規則第１２条第３項の規定によ

り、繰越明許費の繰越額が確定したことから、繰越計算書を調整したので報告するもの

でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

以上で、報告第１号 令和２年度東串良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついてを終わります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第５ 議案第３０号 ホイールローダー購入契約について 

◆ 日程第６ 議案第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第５ 議案第３０号 ホイールローダー購入契約について及び日程第６ 議案

第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定についての２件を一括議題と

します。 

各件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 
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町 長（宮 原） 

それでは、ただいま議題となりました議案第３０号及び議案第３１号について、御

説明申し上げます。 

初めに、議案第３０号 ホイールローダー購入契約について、御説明申し上げます。 

東串良町契約規則に基づき、指名競争入札に付した令和３年度東串良町有機堆肥セ

ンターホイールローダー購入事業でございます。物品購入事業につきましては、物品

売買契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第８号の規定及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。 

提案の理由といたしましては、ホイールローダーの購入金額が７００万円を超える

ためでございます。よろしくお願いいたします。 

次に、議案第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定について、御説

明申し上げます。 

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方

税法施行規則の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、条例の一部を改正する

ものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

各件については、本日は上程のみとさせていただきますので、御了承願います。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第７ 議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号） 

◆ 日程第８ 議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別 

              会計補正予算（第１号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第７ 議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）及び日

程第８ 議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特会計補

正予算（第１号）の２件を一括議題とします。 

各件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

それでは、ただいま議題となりました議案第３２号及び議案第３３号について、御説

明申し上げます。 

初めに、議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）について、

御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１７２万５，０００円を追加し、歳入歳
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出それぞれ５５億７００万円といたしました。歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

によるところでございます。 

次に、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」によるところでござい

ます。 

また、地方債の追加、変更は、「第３表 地方債補正」によるところでございます。

よろしくお願いいたします。 

次に、議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補

正予算（第１号）について、御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，３４６万９，０００円を追加し、歳入歳

出それぞれ９億９，４４６万９，０００円といたしました。歳入歳出予算の補正の款項

の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入

歳出予算補正」によるところでございます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

各件については、本日は上程のみとさせていただきますので、御了承願います。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第９ 発委第２号 議会活性化調査特別委員会の設置に関する決議 

 

議 長（田之畑） 

日程第９ 発委第２号 議会活性化調査特別委員会の設置に関する決議を議題とし

ます。 

本件について、提出者の説明を求めます。 

議会運営委員会委員長 西園貞美議員。 

５番 西園貞美議員。 

 

５ 番（西 園） 

おはようございます。 

ただいま議題となりました、発委第２号 議会活性化調査特別委員会の設置に関す

る決議について、説明申し上げます。 

二元代表制下における議会の使命と、機能及び議員の自己研さんによる資質向上な

ど議会の在り方や役割、議会の活性化策について調査することは、町民の負託に応え

る上でも、また議会活動においても非常に重要であります。このことから、議会活性

化調査特別委員会の設置に関する決議を提出いたしますので、よろしく御審議くださ

るようお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 
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質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから発委第２号、議会運営委員会委員長 西園貞美議員から提出されました議

会活性化調査特別委員会の設置に関する決議のとおり、決定することに御異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、発委第２号、議会運営委員会委員長 西園貞美議員から提出の議会活

性化調査特別委員会の設置に関する決議は可決されました。 

引き続いて、特別委員の選任を行います。 

お諮りします。 

議会活性化調査特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定

により、１番 小川香織議員、２番 児玉勇治議員、３番 瀨戸山譲一議員、４番 

牧原完治議員、５番 西園貞美議員、６番 泊 重巳議員、７番 前田 隆議員、８

番 上園ミキ議員、９番 宮地利雄議員、以上の議長を除く９名を指名したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、議会活性化調査特別委員会委員は、ただいま指名したとおり選任する

ことに決定しました。 

これより議会活性化調査特別委員会は、委員長及び副委員長の互選を行います。そ

のため、議長は、議会活性化調査特別委員会を議員控室に招集します。なお、議会活
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性化調査特別委員会の年長委員は、前田 隆議員であります。 

ここで暫時休憩いたします。 

 

休  憩 午前１０時１２分 

――――――◇―――――― 

再  開 午前１０時２０分 

 

議 長（田之畑） 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議会活性化調査特別委員会の委員長及び副委員長が決定した旨、通知を受けました

のでお知らせします。委員長に牧原完治議員、副委員長に児玉勇治議員、以上のとお

りです。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

議 長（田之畑） 

これで本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、６月１０日午前１０時より会議を開きます。 

本日は、これで散会します。 

 

散  会    午前１０時２０分 



令和３年第２回東串良町議会定例会（第２号） 
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 事務局長   浜 屋 啓 子    書  記   大 園 保 広 

 

地方自治法第 121 条の規定による出席者は次のとおりである。 
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開   会    午前１０時００分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

直ちに議事に入ります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 一般質問 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番 小川香織議員。 

 

１ 番（小 川） 

おはようございます。通告お聞きに従いまして、ただいまより一般質問を始めます。 

大項目１、本町における防災への考え方と取組について質問いたします。 

去る５月２８日に県より専門家によるコロナ禍での災害に備えた避難所運営について

説明会が行われ、３２の市町村の担当者にお話がなされたとお聞きします。本町もその

説明会に参加されたということなので、今回の防災に関する質問事項は、確認という形

になるものもありますが、現在の計画を踏まえた答弁を簡潔にお願いいたします。 

初めに、感染症防止策に配慮した新たな避難所運営の取組について、開設運営マニュ

アルが策定されているのか。また町民に周知されているのか、尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

おはようございます。お答えします。 

感染症防止策に配慮した避難所運営の手引きによりまして、昨年度と同様、防災セン

ターを新型コロナウイルス対策の避難所として位置づけ、新型コロナウイルス感染症の

疑いがある人は、この防災センターを避難所として利用していただく考えで、町民の

方々には、自らの命は自ら守るという意識を持ち、適切な避難行動を取っていただくた

めに、６月の広報紙で行うべき避難行動について、周知を行うこととしております。な

お、新型コロナウイルス感染症の疑いがあるかを判断する上で、昨年度は、宮崎県を除

く県外の往来といたしましたが、宮崎県、特に都城市において、新型コロナウイルス感

染症拡大が見受けられたため、今年度から宮崎県を含む県外への往来や県外の人との接

触があった場合も防災センターへの避難を呼びかけることといたしました。また、職員

に対しましては、新型コロナウイルスに伴う避難所運営の手引きを配付し、円滑な避難
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所運営が図れるよう体制を整備したところでございます。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

次に、防災に関する２番目の質問を行います。感染症に対応した避難所の開設運営を

行った際に想定される各指定避難所の収容人数と避難者の来場想定人数を尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

感染症に対応した避難所につきましては、先ほど述べたように防災センターを新型コ

ロナウイルス対応の避難所として位置づけているところでございます。令和２年度中に

新型コロナウイルス感染拡大防止を目的にパーテーションを購入し、防災センターには

５張を配備しているところでございます。このパーテーションにつきましては、大人３

名から４名の方が利用できるスペースがありますが、家族単位での利用を想定している

ため、独居世帯など避難した場合、１人でパーテーションを利用する可能性もあります。

一概に想定人数を示すことは難しいところはございますけれども、最大２０人程度の受

入れが可能であると考えているところでございます。 

なお、避難者予想人数につきましては、災害の内容や状況により想定することは難し

く、仮に新型コロナウイルス感染症の疑いのある方が多く避難された場合には、状況に

応じてほかの避難所を開設する計画でございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

防災に関する３番目の質問を行います。 

５月２０日から新しい避難情報の運用が始まりましたが、これまでの避難所における

対策と変更に伴う本町での対策変更点はあるのか尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 
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町 長（宮 原） 

お答えします。 

災害対策基本法等の一部を改正する法律案が４月２８日に成立し、５月２０日から改

正法が施行され、避難情報に関するガイドラインを踏まえた発令基準の見直しがなされ

ました。主な見直し内容といたしまして、一つ目にこれまでの避難勧告と避難指示につ

いては、避難指示に一本化し、法改正前の避難勧告のタイミングで警戒レベル４、避難

指示を発令、二つ目に災害が発生、切迫し、避難場所等への避難が安全にできないと考

えられる状況で、自宅や近隣の建物等で直ちに身の安全確保をするよう促した場合に、

警戒レベル５、緊急安全確保を発令、三つ目に立ち退き、避難に時間を要する高齢者等

に早期避難を促すため、警戒レベル３、高齢者等避難を発令することとなっております。

この変更に伴い、本町における対策の大きな変更点については、先ほど述べた一つ目の

避難勧告と避難指示が避難指示に一本化され、これまでの避難勧告のタイミングで避難

指示を発令することとなるため、町民に対して避難情報の発令回数が減ることとなりま

す。このため、町民の方々は、警戒レベル４、避難指示で必ず避難していただく必要が

ございます。なお、避難情報の変更内容については、５月１３日、町ホームページに記

載しております。また、６月の広報紙でお知らせすることとなっております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

４番目の防災に関する質問をいたします。避難所における環境の充実と安全性の確保、

ニーズの把握は、これまで避難所が開設されるごとに行われてきたのか。またニーズの

把握などを行うことで、これまでの計画とは異なる改善点が生じると思うのですが、計

画、運営に伴う変更点を町民に情報としてどう提供されてきたか、答弁願います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

避難所における環境の充実や安全確保については、年次的に非常食等の購入や災害協

定などにより、充実を図り、また令和元年度の７月豪雨では、毛布が不足し、避難者か

ら寒さを訴える方がいたため、毛布の備蓄物資を購入したところでございます。しかし

ながら、ニーズに応えられるものや、応じられないものもありますので、町で必要な備

蓄物資について検討し、必要に応じて計画的に整備してまいります。また住民への周知

については、毎年振興会長会において、これまで整備していた備蓄用物資や今年度の計

画を打ち出しております。また、昨年の１１月に実施した津波避難訓練では、購入した
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パーテーションの設営などを中学生に体験してもらい、広報紙や新聞記事に記載された

ところでございます。今後も必要に応じて、町民に対して周知していきたいと考えてい

るところでございます。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

これまでいただいた答弁から、東串良町地域防災計画について、２０２１年６月９日

現在で確認したところ、最終更新日は、２０１９年１１月２９日でした。新型コロナの

流行は、２０１９年１１月末からであると記憶していますことから、一般災害対策編、

第２部災害予防、第２章迅速かつ円滑な災害応急対策への備えの第４避難所の収容、運

営体制の整備、また第３部災害応急対策、第３章事態安定期の応急対策、第１節の避難

所運営、また第５節感染症予防対策の見直しが必要になるのではないかと思います。５

月２０日のガイドライン改訂による避難情報の変更に伴う避難指示と一覧の表には、警

戒レベル４の区分に古い記載がされたままになっております。昨年の暴風雨災害時の避

難では、やっと避難所に逃げてこられた方が避難所に入れず、ほかの施設へ強風の中、

移動することになったというお話もありました。避難所の開設及び収容は、町長が行う

と東串良町地域防災計画に記されていました。また、災害対策基本法においても、市町

村長は基本理念にのっとり、町民の生命、身体及び財産を災害から保護するため防災に

関する計画を作成し、及び法令に基づきこれを実施する責務と権限を有する等の内容の

記載が示されているように、町長の防災に対する責務は、大きく、計画の把握はもちろ

ん住民への説明やアプローチ、災害に必要な支援の提供やニーズを踏まえた計画の作成

や変更、迅速に計画した対策の実施と評価、住民への共通した情報の提供が平時より求

められていると思います。異常気象に伴う災害の規模や発生回数も大きくなる中、本町

における防災システムへの構築について、いま一度どのように考えるかお尋ねいたしま

す。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

今ありましたとおり、確かに地域防災計画に基づきまして、計画を作成しているとこ

ろが大部分なところでございますが、今、令和元年６月に修正をいたしている部分が一

番最終版になっております。現在、今おっしゃったとおり、コロナの部分、いろんな見

直しの部分が必要に迫られておりますので、通常であれば、６月の時期に防災会議を開

催し、防災委員の皆様方からいろんな提言をいただきながら作成するべきものでござい

ますが、今回コロナ禍におきましては、書面協議という形の中で防災会議を開催し、今
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おっしゃいました必要な部分につきましては、改正する予定にいたしておりますので、

御理解いただきたいというふうに思います。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

次に、災害時に最前線で見回り、広報などまちのために活動してくださる消防団員、

避難所担当職員及び災害対策要員とその関係者の災害時の安全と管理対策、体制に問題

はないか尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

消防団員を初め、職員を含めた災害対策要員の安全確保につきましては、日頃の定期

訓練や装備品の充実を図り、積極的に進めているところでございます。また、管理対策

については、必要な情報を入手して、どのような対策を行うべきか判断することが重要

であり、災害対策要員は、指揮系統を遵守し、連絡を密に行う必要があると考えており

ますが、特に今のところは、問題はないと考えているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

今頂いた御答弁、問題はないと言われていましたが、例えば情報を集める、訓練だけ

で災害時の安全と管理対策、体制に問題がないと言い切れるのでしょうか。今後何を指

標として評価していくか、そういったものがあればお尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

今後の安全確保という部分で今話が出たところでありますが、最近におきましては、

消防団において発電機とか投光器、チェーンソー、防護服等の購入もいたしております

し、また、避難所におきましては、前々から話が出ていますとおり、パーテーションと
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か、マスク、消毒液、体温計等も購入しておりますので、その安全対策については、こ

れで今町長が話をいたしましたとおり問題はない。ただ、情報収集については、今後ま

たいろんな角度から検討していく必要があるのかなというふうに思っております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

パーテーションや備品の整備、情報収集ということでしたが、今回の質問は災害時に

活動される職員、関係者に対する安全管理対策においての質問でありますので、もし今

後そのような安全対策について何か評価、指標というものをお示しいただけるならあり

がたいと思い、次の質問に移らせていただきます。 

次は、防災における最後の質問になります。キャンプ場における安全対策と管理体制

に問題はないか、町長に尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

ふれあいの森キャンプ場の利用者は年々増加傾向にありまして、常に安全管理対策に

ついては、配慮しているところでございます。まず、安全対策面でございますが、アス

レチックス遊具につきましては、専門業者へ検査を委託し、危険な箇所はないか点検を

行っております。補修が必要な箇所がある場合には、早急に対処しております。また、

キャンプ場内には、大小様々な松の木がございますけれども、定期的に枯れて倒木する

危険性がある松はないか確認しております。森林管理所におきましても、松の現地確認

を行っております。 

次に、管理体制面でございますが、企画課所管の円山公園管理センターの管理業務と

いたしまして位置付けております。さらに、シルバー人材センターへ清掃業務を委託し

ておりまして、松葉や小枝、草等の除去を行うことで、キャンプ中における砂地等のけ

がが発生しないよう、対策を講じているところでございます。犯罪防止の観点からも見

通しのよい環境づくりに努めているところでございますけれども、今のところ問題はな

いと考えております。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 
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１ 番（小 川） 

様々な対策をお聞きいたしましたが、キャンプ利用者の増加に伴い、必要な整備や課

題がこれからも出てくると思います。その中の一つとして、防火、消火に対する整備が

あります。管理運営責任者が東串良であるならば、安全に対する配慮、責任も本町が担

うこととなります。外部の専門家の意見を取り入れた対策会議も視野に、今後、キャン

プ場管理、運営、計画に対する協議、検討会の実施をしていく考え、必要性はないでし

ょうか、お尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

企画課長。 

 

企画課長（中 島） 

お答えいたします。 

ただいまの御質問でございますが、防火等、火災等の心配もあるわけですけれども、

そういったことのないように、きれいに整備も行っている状況でございます。そういっ

た協議会の設置とかそういうものじゃなくて、企画課、それから管理をする

MARUMARINEもできましたので、そこに職員を配置をしておりますので、そこはその範

囲内で危険なことがないように対応してまいりたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

さきの質問でもありましたように、町民の命を守る責務とともに、職員や関係者の安

全も守り、管理する責務はあると思います。災害前後における管理体制の整備に向け、

今後ソフト面も含めた防災対策の強化や、協議を平時に行い、協議内容を住民が確認で

きるシステムを構築していく必要があると思いますが、その点については、どうお考え

でしょうか、お尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

企画課長。 

 

企画課長（中 島） 

住民の方が確認、チェック体制ということの御質問でございますけれども、そこあた

りにつきましては、常に安全対策面、そういったことについては、広報紙とか、いろい

ろとそういった面でも情報発信をしたいし、また先ほど申し上げましたとおり、職員も

配置しております。そこあたりにつきましては、また様々な形で情報発信をしていくと

いうことで、御理解をいただきたいというふうに思っております。 



会  議  の  経  過 

 

-8- 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

次に、大項目２の教育行政について質問します。 

初めに、１人１台の学習用端末と高速通信ネットワークの整備を行う、ＧＩＧＡスク

ール構想において本町の６月時点の整備状況をお尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 

 

教育長（天 神） 

お答えいたします。 

まず、これまでの簡単な経緯を説明します。県が推奨しているタブレット管理システ

ムについて、２月下旬にオンライン会議による研修会が行われました。またタブレット

等の機材が２月末に納入でき、学校施設のＷｉ－Ｆｉ環境等の整備が３月中旬に終了し

たところです。そして機材納入後、環境設備が整い、タブレット本体の初期設定や旧年

度の児童生徒及び教員のＩＤアドレス設定を３月末に終えて、小学校新１年生のＩＤア

ドレス設定、転入転出の教員のアドレス設定や児童生徒の新しい学年クラス編成での学

習アプリなどの様々な設定業務を行い、５月連休明けにタブレットが使用可能となりま

した。また、併せてタブレットの使用ルールを含めたマニュアルを小学校低学年用、高

学年用、中学生用及び教員用に分けて、教育委員会の担当で作成し、学校にお願いしま

した。現在の授業においては、教科や学年によって差はありますが、タブレットを使っ

た調べもの学習やカメラを利用した学習に活用しているようです。なお、教員において

は、学習アプリ、ロイロノート・スクールを利用した授業をするためにＺｏｏｍ研修や

ＧＩＧＡスクールサポーターと協力しながらタブレット学習の充実に向けた研修に取り

組み始めたところです。既に、ロイロノートを使い、授業に活用している先生もいます。

今後は、予算化しております電子黒板等の利用を含めた研修に取り組んでもらう予定で

す。タブレットが特別なものではなく、辞書や資料集、また教具の一つとして使いこな

せるよう、まずは先生方の使い方だけでなく、教材内容の研修を深めていく予定です。

年配の先生方は多少きつい思いをするかもしれませんが、頑張っていただくしかないと

考えているところです。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 
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１ 番（小 川） 

これからの学校教育には、Society５．０時代に対応した高度な知識や技術を持った

人材を育成することが求められており、多様な子供を誰一人取り残すことなく、公正な

個別最適化された学びや創造性を育む環境の提供が行政として重要な責務ではないかと

考えます。以前、児童の家庭における通信環境について調査された報告がありましたが、

課外、校外で児童生徒が通信料や通信端末の有無を気にせず、活用できる環境も必要と

なってくると考えます。しかし、通信環境が整っていたとしても、子供が自由に学習な

どに使える端末が準備されている家庭が多いわけではありません。タブレットの校区外

持ち出しは今回も検討されていないというお話もお聞きする中、今後校区外での利活用

も含めた整備の必要性もあると思うのですが、教育長の考えを尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

教育長。 

 

教育長（天 神） 

ちょっと先ほどの内容とは異なりますけれども、当然マイナス面ですよね、これは前

からのいろいろなところでも、あるいはここでも私も回答しているんですが、これを与

えたから何かが一遍に変わるとかいうものじゃありません。そしてまた、先ほどもあり

ましたように、タブレットを家に持ち帰らせるということは今のところは考えておりま

せん。家庭によっても事情も違います。だからもし、去年みたいに夏休みに授業という

ようなことをせざるを得なかったりとか、休校をせざるを得ない、いろんな状況があっ

たらその都度考えますけれども、家庭でできないところは学校に出させて、教室もいっ

ぱいあるわけですので、そこでさせるとか、去年もそういうことは考えたところでした。

だから家庭での保護者との協力をしながらといいますか、お金の問題であったり、時間

的なことであったり、学校もアンケートを取ったりしながらやっておりますので、そう

いう対応しかできないのかなと。 

それから先ほど申し上げましたマニュアルと言ったのは、このタブレットを使うのに

対してのマニュアルということでしたけれども、それ以外の先ほど言われたような機器

にしても本当に心配な部分が多いんです。もっと言わせていただくと、これを使ったら

即学力が来年上がるのかと、そういう問題じゃないということですね。これは単なる教

具の一つだと。我々から言うと辞典を使ってした、資料を見た、あるいは定規、コンパ

スを使ってきましたよね、その代わりですよね。それと同じものだというふうに考えて

いただければいいかなと思っております。ちょっと内容がずれたかもしれませんが。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

ありがとうございます。 
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次に、令和３年第１回定例会の日程第１８、議案第１８号 令和３年度東串良町一般

会計予算の質疑の中で、中学校の校門敷地、ロータリーと駐車場の改修について、実際

の計画についての詳しい説明をまだお聞きしていないのですが、進捗状況はどのように

なっているのか、尋ねます。また、中学校校舎から体育館に続く通路の整備の必要につ

いてどう考えるか、併せてお尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

まず中学校の校門周辺の敷地と駐車場の改修と進捗状況でございますが、３月議会の

一般質問で答弁した内容に沿って、現在、測量設計業者と打合せをしているところでご

ざいます。設計業者からの回答がありましたら、その意見やアドバイスを基に管理課で

大筋の計画案を作成し、中学校側と協議を重ねていく予定でございます。かなり時間は

要すると思われますけれども、生徒の安全はもちろん余裕のある駐車場や送迎の利便性

を考慮した設計に努めたいと考えているところでございます。 

また、校舎から体育館へ続く通路につきましては、教育委員会といたしましても、校

舎から体育館までの距離が遠く、特に雨の日は体育館での授業や諸行事の際の行き来に

つきましては、不便さを痛感していたところでございます。ただ、昨年度業務委託いた

しました学校施設等長寿命化計画では、校舎やほかの補修工事の必要が指摘されました。

指摘事項を改善するための工事を行うと莫大な財源が必要になると思われます。よって、

今後財源を含め、計画的に進めていく中で、併せて考えるのが妥当ではないかと考えて

いるところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

コロナ禍による避難所の人数制限や災害の種類によっては、一時避難所としても使用

が検討されると考えられる体育館ですが、長い間、校舎から体育館に伸びる通路の整備

は着手されてこられませんでした。雨天時の子供たちの体育館使用や防災訓練の際の受

渡しの際、待機する保護者への配慮、一時避難所になった際の雨天時の校舎との往来使

用など整備による使用者の得られる快適性や公益性も十分あると考えられます。雨の日

に傘を忘れて、体育館移動に靴と制服が中までぬれて、寒さや気持ち悪さを我慢し、そ

の後の授業を受けたという話も耳にしました。これらのことから通路の整備の必要性に

ついて考えていただきたいと思いましたが、今御答弁いただいたように、ほかの箇所の

修繕や財政問題もあると思いますので、どうぞ計画的に、そしてできれば早急に検討を
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していただきたいと思います。 

次に、大項目３のＩＣＴ環境の整備について質問します。 

本町の公共施設等におけるＩＣＴ環境の充実、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備や自由に調べも

の等ができるＩＣＴ端末の設置を図る必要性について町長に尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

日常生活でＷｉ－Ｆｉ環境を利用した方は自宅では環境が整っている方が多く、役場、

総合体育館、総合センターなどの利用者の滞在時間を考えたときに、Ｗｉ－Ｆｉ環境を

必要とされる方は多くないものと考えております。加えて公共施設におけるＷｉ－Ｆｉ

環境の整備につきましては、多額のイニシャルコスト、ランニングコストが必要となり、

その費用対効果が薄いのではないかと考えております。また、端末、パソコン、タブレ

ット等の設置につきましては、若年層ではスマホなど各自所有しているため事足りて所

有率が低いとされる高齢者層につきましては、その使い方が分からずに結局利用者がい

ないといったことにもなりかねませんので、このようなことから本件につきましては、

喫緊の課題ではないと考えております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

総務省の令和２年度調査の機器別のインターネット利用時間と行為者率を見ると、１

０代及び２０代のモバイルによるインターネット利用はもちろん、６０代のモバイルの

行為者率が初めて５０％を超えるなど平日のモバイルの平均利用時間及び行為者率が各

年代でおおむね増加していると報告があります。また、令和元年通信利用動向調査の結

果では、インターネット利用者の割合は増加しており、特に６歳から１２歳及び６０歳

以上の年齢層でインターネット利用が伸びているという報告もあります。総務省は、２

０２０年度まで実施予定であった公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業を２年間延長し、令

和３年度も公募を行いました。今は、オンラインで行う授業も多くあり、ＩＣＴ環境下

で学べる環境の整備と提供は必要であると考えます。モバイルはあっても団体活動のと

きに使用できる場所やパソコン、印刷機がなく、鹿屋のリナシティまで行くしかないと

いう声も耳にしました。これらを踏まえて再度町長に整備の必要性を尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 
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総務課長（江 口） 

今、町長のほうからありましたとおり、喫緊の課題じゃないというふうに話が出たと

ころでございます。今確かにインターネットを使っている方々も増えていらっしゃいま

す。そうした中で、町長が先ほど言いましたとおり、自宅では環境はほとんど整ってい

ると、Ｗｉ－Ｆｉ環境も含めてですね。そういう部分でありますので、現在公共整備の

部分については、必要ないと。ただ、学校関係については、Ｗｉ－Ｆｉ環境が整ってお

りますので、先ほどのタブレットを含めて子供たちにはなんら影響がないものと思って

おります。 

以上で終わります。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

今後目まぐるしく変わりゆく生活様式の変化に伴い、これらの整備に関して再度検討

していただける機会もあると思いますので、そのような際には、ぜひ検討していただき

たいと提案し、次の最後の質問に移ります。 

本町における公共施設のバリアフリーとユニバーサルデザインについて、町長に質問

いたします。本町では、公共施設においてバリアフリーやユニバーサルデザインを考え

た施設整備を行っているか尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

公共施設の中でも主要な施設、庁舎、保健センター、総合センター、高齢者福祉セン

ター、総合体育館、改善センターについては、建物アプローチを含め、バリアフリー対

応の施設となっております。また、現在、本町の公共施設は、平成８年に建設した本庁

舎を初め、老朽化した施設が多数存在します。このような施設の維持補修費も年々増加

している状況でございます。順次補修を行っている状況でございます。このような状況

から補修に合わせて必要があればユニバーサルデザインも検討し、順次進めていければ

と考えているところでございます。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 
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全ての人に使いやすい施設整備は、公共施設において重要であると考えますが、以前

もお話しさせていただいていますように、庁舎内には授乳室の設置はなく、ベビーベッ

ドやユニバーサルベッド、妊産婦のための駐車場の区画もありません。これは現庁舎が

これらの考えを想定してつくられてなく、場所の確保が遅れていることから進まないの

だと考えていましたが、新しくできたMARUMARINEに関して、車椅子、ベビーカーを利

用する方を配慮した構造でないと耳にし、実際、現場に行き、駐車場からスロープへの

道の長さや道の整備がなされていないことでタイヤがのめり込み、移動時に危険を感じ

るなどの状況があることを確認しました。設計時から公共施設においてバリアフリーや

ユニバーサルデザインを考えた施設整備を行っていれば、このような声は聞かれなかっ

たと思います。庁舎内だけでなく、本町における公共施設全般に関して、多様性を考え

た施設の整備が必要であると思いますが、町長のお考えを再度尋ねます。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

今おっしゃったとおり駐車場のそういう配慮というところでございますが、庁舎につ

きましては、身体的な障がい者の方の駐車スペースは１台確保してあると認識しており

ますし、また保健センターのほうにも１台確保していると、表示がしてあるというふう

に思っております。その表記の中にまた必要性があれば、そういう方の表記も含めて対

応していけたらなと思っております。ただ、またMARUMARINEの部分につきましては、

今整備途中でもございますし、その状況を見つつ、今後検討していきたいというふうに

考えております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川議員。 

 

１ 番（小 川） 

今答弁いただいたように、障がい者駐車場１台の確保で、公共施設のそういったバリ

アフリー、ユニバーサルデザイン、障がい者、いろいろな方に対する優しい公共施設を

目指す対策として十分だということで言われているのでしょうか。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

十分ということじゃなくて、今現状そこを使っていただくような対策を講じていきた

いと。必要性があるとするならば、今後いろんな角度から検討協議し、対応していきた
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いというふうに考えております。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織議員。 

 

１ 番（小 川） 

必要性について、どのように評価され、必要性があったときに整備されるということ

でしょうか。 

 

議 長（田之畑） 

総務課長。 

 

総務課長（江 口） 

必要性という部分でいろいろな捉え方があろうかと思いますが、住民の方々からの意

見、要望、それが一番重要視されるかと思いますが、そのようなときがあったときには、

前向きに検討していきたいというふうに考えております。 

 

議 長（田之畑） 

１番 小川香織議員。 

 

１ 番（小 川） 

必要性の情報収集について、きちんとした枠組みをつくり、多くの利用者が快適に使

用できる施設整備の実現を提案し、以上で私の質問を終わります。 

 

議 長（田之畑） 

次に、２番 児玉勇治議員の発言を許します。 

２番 児玉議員。 

 

２ 番（児 玉） 

それでは、通告に従いまして、２点質問させていただきます。 

まず１点目は、国道４４８号線についてであります。国政報告の令和３年度、予算公

共事業等箇所付で国道４４８号線に２，３６０万円が計上とありました。またそれによ

りますと、新規として東串良町に予算化とありますが、今後その予算が県に配分された

場合、どのようなことに使用されるか分かる範囲で説明をお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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お答えします。 

県のほうにお伺いしたところ、柏原の上通り歩道未整備区間約４３０メートルについ

て、特定交通安全施設等整備事業を活用し、令和３年度県予算において、県が事業主体

となり実施することとなりました。事業内容は、令和３年度中に測量設計、用地家屋調

査を行い、令和４年度からは用地交渉、買収を行った後、工事を実施する予定とのこと

でございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉議員。 

 

２ 番（児 玉） 

私が議員になって一番最初に行った一般質問が国道４４８号線の柏原新町下から新町

上までの全長約４００メートル、町長によりますと、４３０メートルとのことですが、

道路幅が狭く、大型自動車の離合ができなく、通学路でもあるが、町長はどのようにお

考えですかだったと思います。町長は、鹿児島県主催の行政懇談会及び土木事業連絡等

で拡幅を要望している。通学路のため、交通安全点検をした結果、危険箇所であり、大

型車の通行も年々増加しているので、引き続き早期拡幅や歩道整備を要望していきたい

との回答でした。その間の執行部の努力もあり、５年間で国会議員、県会議員、そして

知事も現地を視察され、現在の国道４４８号の状況を把握されたことにより、今回の予

算が計上されたと思います。今回の予算を土台としてただいま言われたとおり、令和４

年度に向けてどのような対応をしていくかをお尋ねします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今回の対応ですけれども、以前、これは県案でありまして、ずっと長い間、４４８号

線は今回の事業を実施する区間についても最初に測量設計を実施するわけでございます

けれども、住民説明会を行いまして、皆さん、ぜひやってくれということをお聞きしま

して、ぜひこれは実現しなくてはならないということで、もちろん今議員おっしゃいま

した知事も見ていただきました。そして国会対策委員長でございます森山先生にも見て

いただきました。そういう状況の中で、これだけはどうしてもやらなくちゃならないと

一番の懸案事項でございまして、こうして予算化されたことが第一歩だろうと思ってお

りまして、期待しているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉議員。 
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２ 番（児 玉） 

ただいまの町長の答弁を聞きまして、安心したところです。何といっても住民の意見

が第一だと思います。県に言われるままではなくて、執行部が住民の意見を聞き、そし

てそれが反映されるような体制をぜひつくってもらい、地元業者の活用もお願いしたい

と思います。町長、最後になりますが、国道４４８号線の柏原の下通りはまだ半分しか

整備がされていません。当初の予定では、両側が拡張されることで、住民は拡張に賛成

したわけですから、１０メートルずつでもいいですので、今後も継続審議として、下の

通りも拡張の要望をしていかれるようにお願いしたいところであります。 

続きまして、２点目の災害ごみ処理計画について、質問させていただきます。 

地震や津波で発生する災害ごみの処理計画策定が２０２０年度までに３９市町が作成

を終える見通しのことですが、本町は策定が終了しているのか伺います。この３９とい

うのはここに載っているのを参考とさせていただいたところであります。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

国、環境省は平成２６年３月に災害廃棄物対策指針を策定し、平成３０年３月には、

改訂版を公表しております。そして鹿児島県も平成３０年３月に対策指針を踏まえ、鹿

児島県災害廃棄物処理計画を策定しております。本町においても、環境省の定める災害

廃棄物対策指針に基づきまして、地震、災害、及び風水害、その他自然災害を対象とす

る東串良町災害廃棄物処理計画を今年３月に策定したところでございます。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉議員。 

 

２ 番（児 玉） 

ただいま本町に東串良町災害廃棄物処理計画が作成されているということで、安心し

たところであります。幸いなことにこれまで本町は、台風や自然災害により、家屋等の

倒壊もなく、大規模災害は発生していません。しかし、今後発生するであろう津波、ま

たは地震等により大規模な災害が発生した場合、仮置場が必要になってくると思います。

この処理計画は約３，１００万トンの災害ごみの処理が遅れた東日本大震災を教訓に国

が推進したとありました。私も当時、東北の災害の現場に行ったんですが、災害のごみ

の多さにはびっくりした記憶があります。あってはならないことですが、もし大規模災

害が発生した場合、災害ごみの問題は避けては通れない問題だと思います。本町の災害

廃棄物処理計画の取組の中で、どのような場所に燃えるごみと燃えないごみの分別をし
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て搬送するのか。また住民へはどのような方法で協力を求めるのか、計画があれば伺い

ます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

災害廃棄物により、生活環境に支障が生じないようにするためには、発災後、速やか

に仮置場を設置し、生活圏から災害廃棄物を撤去することが重要でございます。災害廃

棄物は、膨大な量になることが見込まれることから、直接処理施設への搬入が困難にな

ることが想定されるため、災害発生時には、燃えるごみや燃えないごみなど分別区分を

処理業者と協議した上で町有地を仮置場として利用する予定でございます。また、各家

庭で発生した災害ごみは、仮置場での混雑を回避するために、地区ごとに搬入日や時間

を調整するなど、そのときの状況に応じて防災無線等でお知らせし、町民皆様方の御協

力をお願いしたいと考えているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

２番 児玉議員。 

 

２ 番（児 玉） 

やはり生活圏内に廃棄物があれば一番困るのは住民ですので、処理業者の活用も大事

だとは思いますが、町と町民が一体となり、この問題に取り組むことが最も重要なこと

だと思っております。その他の市町村では災害ごみを含む、一般廃棄物の相互支援協定

を結んでいるところもあるようですが、この件については、どのようにお考えでしょう

か。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

災害時の応援協定でいいですか。平成１９年に県内市町村間の災害時相互応援協定を

締結しておりまして、平成３０年には県内市町村の消防相互応援協定を、そして今年６

月１日には、鹿児島県産業資源循環協会と災害時における廃棄物等の協力に関する協定

書を締結したところでございます。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 



会  議  の  経  過 

 

-18- 

２番 児玉議員。 

 

２ 番（児 玉） 

地震・津波・台風等の自然災害が発生した場合、何回も言いますが、廃棄物の問題は

避けては通れない問題だと思います。東日本大震災の教訓を生かして、もし災害が発生

しても生活に支障がないような災害ごみに対する処理をお願いしまして、私の一般質問

を終わります。 

 

議 長（田之畑） 

それでは、次に、９番 宮地利雄議員の発言を許します。 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

それでは、通告に従いまして、私からも主に３点について、質問をいたします。 

まず防災対策です。年々被害が大きくなっているわけですが、正確な気象を含む情報

と迅速な避難情報が求められる、そういう時期になっておりますが、豪雨や暴風の中で

は、なかなか屋外の防災無線は聞こえないという場合もあります。各家庭、私の家もそ

うですが、この子機を置く場所によって聞こえ方が違ってくるんですよね。ですから、

この災害が起こる前に一斉の町内の防災無線の子機の点検などを実施すべきではないか

ということを最初に取り上げたんですが、そうした町民からの要求は出てきていないの

かどうかを含めて、そういう考え方はないかお聞きいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

私といたしましても、この防災行政無線は大事なものだと考えております。災害時の

緊急情報や行政情報の伝達手段として果たす役割は大きいと感じております。現状とい

たしまして、防災行政無線戸別受信機の故障時の対応については、町の広報紙にて周知

を図り、町民の方々から故障等の連絡があった場合は、職員が随時、点検や修理等を行

っております。議員お尋ねの防災行政無線戸別受信機の一斉点検、修理については、費

用面においても難しいところでございますが、現状の対応で問題なく運用させていただ

いておりますので、今後も同様の対応とさせていただきたいと考えております。 

また、点検や修理等の対応と併せて、まだ設置されていない方や本町へ転入された方

へ防災行政無線戸別受信機の設置も案内しておりますが、音がうるさい等の理由で設置

を希望されない方もおりまして、令和３年５月１日現在で普及率は８２％となっており

ます。これからの大雨や台風等の自然災害に備え、身を守るためのツールとして町民の

皆様に活用していただけるよう、今後も窓口や広報紙等において受信状況の確認や設置



会  議  の  経  過 

 

-19- 

を推進してまいります。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

既に、常時点検などやっているということで安心したわけですが、しかし普及率が８

２％というのはちょっとやっぱりどんなものかなと。うるさければボリュームを下げれ

ばいいんじゃないかと思いますので、ぜひ重要な機器でありますので、普及をさらに強

めていただきたいということと、機器の交換などの各家庭に対する負担というのは発生

していないんでしょうか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

費用負担につきましては、修理や外部アンテナ等必要な場合については、全て町の予

算で対応しているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

それでは、次にコロナ対策です。 

本町は、大学生及び高校生に対する助成金額は他の町村より多かったんじゃないかな

と思ったりしているんですけれども、本町出身の大学生などにコロナが収束するまでの

間だけでも、特に大学生に対する給付型の奨学資金、これは支給できないか伺うわけで

す。報道によりますと、大学生のアルバイト先などが店じまいなどで職を失って大学も

辞めないかんというような報道もありました。農民連やいろんな婦人団体も含めて、大

学付近で米や野菜などの無料配布をやりますと、たちまち学生で取り囲まれると大変人

気が出ているようですが、本町は、給付型の奨学資金について考えていないかどうか、

これは町長のほうでしょうかね、教育長でも町長でも答弁をお願いします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 
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町 長（宮 原） 

お答えします。 

昨年度、学業支援給付金といたしまして、大学生及び専門学校生１１６人へ１人５万

円ずつ総額５８０万円でしたが、それと高校生１６１人へ１人３万円ずつということで、

総額４８３万円の学業支援給付金を支給いたしました。また、昨年度から今年度にかけ

て町民１人当たり４万円を３回に分けて給付いたしましたので、コロナ関係で給付をす

る財源は今のところ持ち合わせておりません。よって、今のところ大学生等への給付額

の奨学金の支給は考えておりませんが、今後、国からのコロナに対する交付金があるよ

うであれば、その際は、その趣旨等を検討して考えてみたいと考えているところでござ

います。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

ぜひ、今後国の給付があった場合にはということですので、そういう方向で検討をお

願いしたいと思います。 

それから、次に、同僚議員も通告をしておりますけれども、町内の小売店、飲食店へ

の影響について、どの程度把握して、また何らかの助成の考えはないか伺います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

今年４月に国から新型コロナウイルス感染症による売上げの影響についての中小企業

を対象とした調査依頼が県を通じてありました。これを受けまして、調査対象が中小企

業ですから、町商工会へ現状の把握について、調査依頼をいたしました。全ての事業者

の調査が行われたわけではないですけれども、４月に実施された調査結果についてお答

えします。 

まずはお尋ねの小売店でありますが、宴会自粛等でコロナ前と比較して売上高が２

０％以上減少している店舗があるという調査結果でございました。一方、飲食店におき

ましても会合などで人数制限や夜の利用者がほとんどないことから、小売店と同様に売

上高が２０％以上減少している店舗もあり、非常に困っているとの調査結果でありまし

た。また、何らかの助成措置が必要ではないかとのお尋ねにつきましては、直接的な助

成措置の予定はないですが、１万円で２万円分の商品券を４，０００セット発行するプ

レミアム付き１００％のあまびえルピノン商品券発行事業を経済対策の一環といたしま

して、実施いたします。発行総額は８，０００万円で、長期化する新型コロナウイルス
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感染症により、落ち込む町内消費を喚起する取組と位置づけております。お尋ねの小売

店や飲食店の支援に必ずやつながるものと期待しているところでございます。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

予算質疑の全員協議会の中で福祉課長にも話をしたのですが、社協も二、三日前でし

たか、南日本新聞にも載っていましたけれども、返済は必要なんだけど、利子はつかな

いんだけれども、融資をするんですね、最高で２００万円ぐらいあるんですが、この制

度が課長の答弁を聞いてみてもあまり普及していないんですね。全国的には大分数字は

上がっているようですけれども、本町の場合はあまり活用がないということでしたので、

大いにこれも普及を周知徹底していただいて、特にこの中小業者などが使える制度のよ

うですので大いに活用のために周知徹底を図っていただきたいということを要請をいた

しておきます。 

それから最後になりますが、町県民税の申告の問題です。今年も税務署は申告時期を

１か月遅らせてくれたわけですけれども、本町は各集落で公民館などを使って申告作業

を税務課職員がやっているわけですが、コロナ禍の中で密を避けるために、どのような

やり方でやっているのか、私自身はそういう集落の申告会場には行っておりませんし、

参加していないわけですので、どのようなコロナ対策ではパーテーションを区切ったり

いろいろあると思うんですが、一定の対応をされたと思うんですけれども、密を避ける

ための方策ですね、実態はどうだったのか、答弁願います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

私といたしましても会場では密を避け、プライバシーに配慮するよう指示を出しまし

たけれども、会場内での対策内容につきましては、税務課長を介して答弁させます。 

 

議 長（田之畑） 

税務課長。 

 

税務課長（東水流） 

お答えいたします。 

各集落で行っております申告受付につきましては、国税長官の発表資料や厚生労働省

の資料から職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリ
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スト等を参考にいたしまして、申告者同士が密にならないよう、申告者のプライバシー

への配慮にも心がけ、一定の間隔を取って申告受付しております。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

一定の間隔を取ってということでしたが、特に一つの集落の公民館に来る人たちは

代々隣近所を知っているわけですよね。ですから、プライバシーについては、ぜひ厳格

に守られるようにする必要があると思うんですね。あそこは何月に牛を出したぞと、去

年は何頭ほど出ているはずだとか、それぞれの家の経済事情が分かるわけですよね。で

すから、そこに行った人が集落で申告してきた人が私のところに来て、こげんやった、

あげんやったというような話もよく聞くんですよね。ですから会場も集落の公民館だか

らそんなに広くはないからやり方が難しいとは思うんですけれども、実際に税務課の職

員が何人で対応されるか分かりませんが、四、五人でしょうかね、三、四人か分かりま

せんが。その目の前にそれぞれの住民を呼んで、それぞれ距離も置いて、それからそれ

以外の住民は会話が聞こえない程度の距離を置いて、実際の申告実務ができるように、

ぜひ要請をしたいと。すぐそばにおると、分かっちゃうわけですから、誰の家は米を何

段つくって、牛は親が何頭おるぞとかそんなのも分かるわけですから、ですからぜひプ

ライバシーが守られるような申告実務になるように要請をいたしておきます。 

以上で私の質問を終わります。 

 

議 長（田之畑） 

ここでしばらく休憩します。 

 

休  憩 午前１１時１１分 

――――――◇―――――― 

再  開 午前１１時１７分 

 

議 長（田之畑） 

それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

次に、３番 瀨戸山譲一議員の発言を許します。 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

この議会と執行部との関係についてというのは、現政権の前の町政のときにも１回

言わせていただいたことですけど、なかなか自分自身の感じとしては、やっぱり執行
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部と議会が馬を合わせて方向性を同一にしてやっていくのが一番ベストな行政になる

のかなといつも思っております。ですから、現町政に関してもこのことについて質問

したいと思います。 

そのことを実現するために肝腎なことは何だろうかということをいろいろ考えてい

るわけですけれども、例えば前回の３月議会でもここで一般質問をさせていただいて、

政策提言らしきものを言わせていただいたんですけれども、いつも言いますけれども、

自分たちが政策提言したり、いろんなことを申し上げたことに関して、執行部、ある

いは町長がどのような形で受け止めて処理していくのかということを再度確認を含め

て聞きたいところであります。 

３月の時点でいろいろと政策提言しましたということを今言いましたけれども、こ

の扱い、町長は例えば私たちが政策提言したこと、意見なりをどのように処理されて

いますか、聞きます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

お答えします。 

議会と執行部の関係とは車の両輪のような関係であるべきだと私自身は思っており

ますが、町が行う事業、執行部と議会という二つの組織で二重のチェックをし、事業

が行われているものと考えております。町長である私はもちろんのこと、議員の皆様

も選挙という町民からの審判を受けます。執行部としては、私の掲げるマニフェスト

や費用対効果、町民の要望、事業を行うための必要経費などを検討し、議案をまとめ、

議会に提出します。議会は、事業の執行権や一部例外を除いて議案の提出権はござい

ません。しかし、審議や議決する権利がございます。議員の皆様におかれましては、

執行部が提出した議案を様々な角度から審議されまして議決されていることと思いま

す。議案が賛成多数で可決いただいた場合には、執行部は事業の実施に移ります。ま

た反対多数で否決された場合は、議案を修正し、再度提出するか、事業実施を断念す

ることのどちらかを選択いたします。ですから執行部である私は、行いたいことを議

会の場で提案し、可否を判断されることが議員の皆様だと思っております。当然、

様々な意見もあると存じておりますので、議員の皆様の御意見や町民の皆様の声を聞

かせていただき、議論を尽くしてよりよい東串良町を皆様と共に築いていきたいと考

えているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 
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これも考え方ですけれども、今町長が言われたこと、要するに我々は、結論をちょ

っと言わせていただければ、執行権が議員はないわけですね。執行権がないから政策

提言とかいろんな陳情、請願なりするわけですけれども、問題は、今日ここでお伺い

したいのは、自分たちから発したことをどれだけ執行部、町長が受け止めて真摯に論

議して、これを実行、政策のネタにしていくべきじゃないかなということは一番大事

だと思うんですけれども、だから具体的にちょっとお聞きしますけれども、この前３

月に私が政策提言したことを町長は議事録なり見て再チェックされましたか、聞きま

す。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

これまでと同じで、特に何かを行うということを考えておりません。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

そういう答弁はどうなんでしょうかね。だから在り方としては、なぜ自分たちがい

ろんなところに研修に行って勉強して、この前いろいろ話しましたけれども、そうい

うことを政策提言して、予算もいっぱい使わせていただいてということも言いました

よね。それで自分たちの政策提言が受け止められなければ、どういうことになるんで

すか、聞きます。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

議員は議員の自分のお考えですので、私は私の執行権ですので、私は私の考え方で。

それとその効果とか、費用対効果とかがある場合は考えることもあります。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ということは自分たちが政策提言しても、町長が取捨選択して、要らないものは要
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らないと受けられないものは受けらないという形でよろしいですね。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

そのとおりです。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

驚きの答弁であります。今、議会のほうは、議会活性化委員会というのをつくろう

としております。皆さんのいろんなサポートを受けて、議会を活性化しようというこ

とで、今一生懸命動いている最中です。早速１５日に第１回の議会活性化委員会が開

かれるんですけれども、皆さんがやる気があって、いろんなことを出し合って勉強し

よう、あるいは討議しよう、論議しようということで今皆さん、血気盛んになってお

ります。だからこうなったときに、いろんなことを討議、それはもうさっき言った取

捨選択の中には入っていくわけですけれども、やっぱり執行部に対して、いろんな意

見具申とか、提案とか出てくるわけですよね。今度は私１人じゃないですよ。議会全

体として取り組もうという形でやっておりますのでね。だからそういうところにでき

たときに心構えですけれども、町長、どうですか、議会全体でそういう答申、方針が

執行部に示されたらどういう受入れ体制をされますか。議会全体で言ってきますよ、

どうですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

もちろん議会の皆様方から御提案いただいたものは執行部としては検討いたします。

それに尽きることです。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

じゃあ、一応議会全体で取り組むべきことを今真摯に受け止める形で受け取られた
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んだなとは思いますけれども、一般質問なんかはまた別ということですか。一般質問

なんかで政策提言されたことは自分の取捨選択、それで議会全体で取り組んだことと

は別にするというわけじゃないですよね、どうですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

私も議員を１２年しておりまして、いろいろ前町長に提案してまいりましたけれど

も、全部が全部通るものじゃないです。それを提案するのが議員である。議員の立場

ですよ。幾らどんな研修した、どこそこへ出向いて、あれはいい、これはいいという、

それを取り上げていくのが議会であって、それを提案するのも議員なんです。それを

受ける、受けないじゃなくて、執行部は検討させていただくことだけですよ。そいで

いいものがあったら取り入れますよ。そういうことです。 

 

議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

議会と執行部の一番大事の部分を言わせていただけたかなという感じはするんです

けれども、自分としてはそういう答弁があればどうしようもない答えとして受け取ら

ざるを得ないんですけれども。これから議会全体として、だからいろいろなサポート

をいただいて、自分が思ったことはやはり個人としてはなかなか受け入れてもらえな

い。そういう悲しさがありました。だから議会全体として、これからそっちの方にい

ろいろ打って出てくるんじゃないかなと、そういう体制で考えておりますので、今日

は一つの質問で終わりますけれども、②のどのような手法を編み出すべきか、具体的

に尋ねる。ここは最後聞いておきたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今までずっとお答えしましたけれども、これまでと同じで、特に何かを行うという

考えはございません。以前もお答えしたとおり、今議長も議員必携を持っていらっし

ゃいますけれども、この３４０ページに書いてあるんです。執行部と議会は、一歩離

れて、二歩離れるなという言葉がございます。議会と執行部が一緒になるとですね、

議会としての能力はなくなるんですよ。ここは批判し、監視するのが議会の立場です

ので、そこだけ御理解いただければありがたいなと思っております。 

以上です。 
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議 長（田之畑） 

３番 瀨戸山議員。 

 

３ 番（瀨戸山） 

ま、二元論、議会は執行部を監視するという大義名分がございますけれども、いろ

んな今議会の機関誌とか、月刊誌みたいな議会のあれが回ってきますけれども、もう

そういう時代じゃないと。議員の最終の目的は政策提言であるというのもこの前ちょ

っと書いてあったんですけれども、もう二元論の、ただ、議会は行政、執行部を監視

する、そんな時代じゃないという意識を持っていかないといけないんじゃないでしょ

うか。 

以上で終わります。 

 

議 長（田之畑） 

それでは、次に、４番 牧原完治議員の発言を許します。 

４番 牧原議員。 

 

４ 番（牧 原） 

それでは、私も通告に従いまして、質問したいと思いますが、新型コロナ対策の件

です。やっとワクチンの接種が始まり、収束の光が見えたんじゃないかというこの頃

でございますが、このコロナ禍の中で当然我がまちの町民も影響が大分ございました。

そのために本町でもいろんな対応策を講じてきましたが、私も農業関係については、

いろいろアンテナを張っておりまして、農業関係については、調査しておりました。

しかしながら、商工業とか、漁業者についてはどうかなという考えもあったわけでご

ざいます。この前、２か月ほど前に商工会の幹部と話す機会がございまして、この方

も町は農業関係については敏感に対応されますけれども、私たち商業者については、

どうも鈍いんじゃないかという意見を言われまして、私も商業者に対してはプレミア

ム商品券とか、またはドライブスルーによる弁当とかいう協力はあったんですよとい

う反論もしたわけでございます。コロナが発生しまして、もう１年半ほどになるわけ

なんですが、コロナが発生する前はどうだったか。そこを基準にして、コロナ禍で１

年経過して、今年の税務申告もあったわけなんですが、実際に数字が出て、所得がど

うであったか、売上げがどうであったか、大体分かっていると思います。そこで、２

年間をコロナ以前とコロナ禍と比較しまして、どのような職種が被害というか、影響

があったか、調査ができていれば、お尋ねしたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 
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コロナ禍の前と後ろの比較については、税務課長を介して説明させます。 

 

議 長（田之畑） 

税務課長。 

 

税務課長（東水流） 

お答えいたします。 

町県民税の申告受付によりまして、税務課が保有する住民税の課税状況から令和２

年中及び令和元年中の営業等所得、町内事業所２１７件の比較を行いましたところ、

前年より営業所得が増えた事業所は１０２件、減った事業所は１１５件となりました。

なお、住民税の課税所得には職種が存在しませんので、職種ごとの内訳のデータは保

有しておりませんので御理解ください。 

以上で終わります。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原議員。 

 

４ 番（牧 原） 

残念ですが、職種が欲しかったんですよね。例えば私が聞いたところでは、漁業者

については魚が安値で被害を受けたとか、また鮮魚店というか、魚の卸売業があるん

ですよね、４件ほどだと思いますが、非常に収益が落ちたということも聞いておりま

す。漁協、商工業、そういう方たちで被害を受けたというのは聞いていないですか。 

 

議 長（田之畑） 

企画課長。 

 

企画課長（中 島） 

お答えをいたします。 

小売業、それから飲食業についてですけれども、先ほどの宮地議員の答弁で町長が

お答えしましたが、国からの調査依頼がございまして、その関係で中小企業の影響と

いうことの依頼がございました。それでこちらも商工会のほうに依頼をしたところで

すけれども、全ての会員の皆様方の調査をしたわけではございません。十数件の件数

だったと思いますが、そこで聞き取りを行った結果、小売店、それから飲食店、全て

のお店ではなくて、２０％以上の売上げの減少があったというようなお店もあったと

いうことでございました。そういった中でいろいろと先ほど牧原議員もおっしゃいま

したドライブスルー弁当、町のほうも協力いたしまして、みんなでこの危機を乗り越

えようということで非常にドライブスルーの売上げも上がって助かったという声もお

聞きしております。そういったことをまた実施しようという機会もあるようでござい

ます。さらには、先ほどのプレミアム付き商品券、こちらのほうもやっていって、そ
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の売上金のところをカバーしていきたいというふうには思っております。２０％以上

影響があったというお店は飲食店、小売店ともにあったという、そこまでしかこちら

のほうでは押さえておりません。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原議員。 

 

４ 番（牧 原） 

税務課長でも構いませんが、国の持続化給付金という個人で１００万円、法人で２

００万円というのがあったわけなんですが、それを受給されている方が何件という調

査はないですか。 

 

議 長（田之畑） 

税務課長。 

 

税務課長（東水流） 

現在、データを持ち合わせておりませんのでお答えはできないんですが、申告の中

身を調べないとちょっと。後ほどお知らせしたいと思います。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

４番 牧原議員。 

 

４ 番（牧 原） 

被害だけという質問をしているわけなんですが、実は串良の飲食店業の調査も私は

してまいりました。その調査がたしかか分かりませんが串良の場合は、飲食店業が多

くて、店のオーナーがおりまして、日に２，０００円の借家料というか、そういう状

態で、家賃がこのごろになって入ってくるんですよねということを聞いたんですよね。

そこで休業要請の日に６万円、または４万円、時短というような奨励もございまして、

コロナ太りがあったんじゃないかなという話も聞いたわけです。うちの場合も持続化

給付金を申請される方が何名も聞きました。持続化給付金というのは一時所得ですか

ね、所得に入りますので、そのような形で非常に所得的には、これも大分影響してよ

かったんじゃないかというような気もしているわけでございます。ただ、先ほど申し

上げましたように、魚関係の方はどうかなということを危惧しているわけです。農業

関係については、この前、農林水産課長にも申し上げましたが、農協で軽トラックを

買ったり、小規模な機械を買ったりするコロナ対策資金というのがあるそうです、農

協関係は。漁協関係はないかなというようなことも考えているわけです。そしてまた、

漁協については、大崎町と合同ですので調査が不十分かと思いますが、漁協の魚の卸
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売業とか、漁協関係で所得に被害があれば何らかの対策が必要かと思うわけでござい

ます。そこで、そのような方の調査ができれば、今後、町として何か対策ができない

ものかなと思いまして、町長にお尋ねいたしたいと思います。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

今議員のほうからもありました水産業ですか、農林水産課長に明示したのが、水産

業にも対策補助金とか何かつけがならんどかいということを相談したことがございま

した。何か農業関係だけはという言葉が出っきちょっで何かそこも考えはないかとい

うことで。なかなか漁協の場合は新規就労者ももちろんいないんですけれども、新た

に船を買おうといっても何千万円に近い漁協の船になるものですから、修理とか何か

そういうものに与えるものはないかということも相談いたしまして、あるかないかは

本人も分からないということで今調査していますということだったものですから、ち

ょうど漁協のほうからも補助事業として打ち出しているのが、あれはちょっと詳細に

ついては農林水産課長に答弁させます。 

 

議 長（田之畑） 

農林水産課長。 

 

農林水産課長（瀬戸山） 

お答えいたします。 

漁協関係の支援につきましては、以前漁協組合のほうから漁協の手数料の助成の要

望があったところでございますが、ほかの団体、畜産であれ、園芸であれ、その手数

料の支援という部分については、１団体のみ支援するということはちょっとできない

ということで、ほかの対策ということで一律支援ができないかということで、町長と

も協議をさせていただいたところでございますが、一概に飲食業等の不振ということ

でやはりコロナの影響があるかもしれないんですが、一概に漁獲高の問題もございま

すので、そこはちょっと今後精査をする必要があるのかなというふうに考えておりま

す。ちりめんなんかも販売の低迷が続いているといったお話もございましたので、そ

こについて町の物産館等もございますので、その物産館等でも販売ができないかとい

うことで、漁協組合とはまた協議を行った経緯もございます。具体的にはまだどこま

で支援ができるかということはまだ具体的なところまで至っていない現状でございま

すので、今後そこをまた調査研究をする必要があるのかなと。併せてまた大崎町さん

ともそこは協議をする必要があると考えておりますので、今後また継続的な対策を取

っていきたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 
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議 長（田之畑） 

４番 牧原議員。 

 

４ 番（牧 原） 

ただいま農林水産課長から力強い言葉をもらいました。本町のあらゆる職種が活性

化するよう町の手だてはできるものなら今後考えていただきたいと思って、私の質問

を終わります。 

 

議 長（田之畑） 

以上で、一般質問を終わります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

議 長（田之畑） 

これで、本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、６月１６日午前１０時より会議を開きます。 

本日はこれで散会します。 

 

散  会    午前１１時４３分 
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開   会    午前１０時０５分 

 

議 長（田之畑） 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

直ちに議事に入ります。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１ 議員派遣の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第１ 議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣の件は、会議規則第１２９条の規定により、別紙のとおり派遣することにし

たいと思います。御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、別紙のとおり派遣することで可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決された議員派遣の件について、派遣目的、派遣場所、派遣期間、派遣議

員に変更があった場合、議長に一任されたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件について、変更があった場合、議長に一任することに決定

しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第２ 陳情第７号 新川西中農道の道路整備について 

 

議 長（田之畑） 

日程第２ 陳情第７号 新川西中農道の道路整備についてを議題とします。 

本件について、委員長の報告を求めます。 

教育産業常任委員長 上園ミキ議員。 
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８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

ただいま議題となりました陳情第７号 新川西中農道の道路整備について、委員会で

の審査結果を報告いたします。 

本件の審査は、６月９日に委員会を開き、陳情者代表及び建設課長の立会いのもと、

現地にて陳情箇所の現状等について説明を受け、調査しました。 

陳情箇所は、５世帯が生活道路として利用する道路であり、平成１６年に国から町へ

譲渡された里道で延長１２６メートル、幅員は平均で２．８メートルであります。 

調査において、未舗装で路面が凸凹している状態や、また、雨の日に事前に確認を行

った建設課長の説明で、道路のあちこちに水たまりができ、交通に支障があることを確

認しました。 

以上を踏まえ審査した結果、本陳情は道路の舗装と排水溝の整備をお願いするもので

すが、その趣旨、内容については、願意は妥当であるとして、全会一致で採択すべきも

のと決定したところであります。 

よろしく御審議のほど、お願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから陳情第７号 新川西中農道の道路整備についてを採決します。 

この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

この陳情は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 
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異議なしと認めます。 

したがって、この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第３ 陳情第８号 義務教育費国庫負担制度負担率の堅持及びゆたかな学びの実 

             現・教職員定数改善をはかるための、２０２２年度政府予算 

             に係る意見書採択の陳情について 

 

議 長（田之畑） 

日程第３ 陳情第８号 義務教育費国庫負担制度負担率の堅持及びゆたかな学びの

実現・教職員定数改善をはかるための、２０２２年度政府予算に係る意見書採択の陳

情についてを議題とします。 

本件について、委員長の報告を求めます。 

教育産業常任委員長 上園ミキ議員。 

８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

ただいま議題となりました陳情第８号 義務教育費国庫負担制度負担率の堅持及びゆ

たかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２２年度政府予算に係る意見

書採択の陳情について、委員会での審査結果を報告します。 

本件については、６月９日に開会した教育産業常任委員会で、陳情の内容等について

審査したところです。結果、子供たちの豊かな学びの実現のためには、自治体間の教育

格差が生じることがないよう、国が財源保障し、教育の機会均等と水準の維持向上を図

ることが必要であり、本陳情の趣旨、内容については、願意は妥当であるとして、全会

一致で採択すべきものと決定したところです。 

よろしく御審議のほど、お願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから陳情第８号 義務教育費国庫負担制度負担率の堅持及びゆたかな学びの実

現・教職員定数改善をはかるための、２０２２年度政府予算に係る意見書採択の陳情

についてを採決します。 

この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

この陳情は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、この陳情は委員長報告のとおり採択することに決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第４ 発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意 

             見書 

 

議 長（田之畑） 

日程第４ 発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る

意見書を議題とします。 

本案について、趣旨説明を求めます。 

教育産業常任委員長 上園ミキ議員。 

８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

ただいま議題となりました発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制

度拡充に係る意見書ですが、地方自治体が独自財源により、人的措置等をし、自治体間

の教育格差が生じることは問題であります。全国のどこに住んでいても平等に、一定水

準以上の豊かな学びを子供たちに提供する上での地方教育行政の推進には、国の施策と

して国庫負担による財政保障が必要であります。このため、教育の機会均等と水準の維

持向上を図るため、計画的な教職員定数改善の推進と、地方財政を確保した上で義務教

育費国庫負担制度を堅持することを政府に対して要請するものであります。 

よろしく御賛同のほど、お願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意

見書を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決された発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡

充に係る意見書について、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものについ

ては、その整理を議長に委任されたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に委任することに決定しまし

た。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第５ 発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見書 

 

議 長（田之畑） 
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日程第５ 発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見書を議題とし

ます。 

本案について、趣旨説明を求めます。 

防災・減災特別委員長 宮地利雄議員。 

９番 宮地議員。 

 

９ 番（宮 地） 

ただいま議題となりました発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見

書であります。防災・減災特別委員会におきまして、町内の危険箇所等の調査をやって

おりますが、この会期中も柏原海岸の現地調査を行いました。地域住民の憩いや、観光

資源としての柏原海岸において、度重なる侵食の進行により防風林や民家への影響も懸

念される中、浜がけは成人の高さを超える危険な箇所も発生しており、深刻な状況とな

っております。そのため、侵食対策に向けて早期に着手するよう鹿児島県知事に対し意

見書を提出し、要請するものであります。 

よろしく御賛同のほど、お願いいたします。以上であります。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見書を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 
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したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決されました発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見

書について、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものについては、その整

理を議長に委任されたいと思います。御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に委任することに決定しまし

た。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第６ 議案第３０号 ホイールローダー購入契約について 

 

議 長（田之畑） 

日程第６ 議案第３０号 ホイールローダー購入契約についてを議題とします。 

本件について、町長からの提案理由の説明は、去る７日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３０号 ホイールローダー購入契約についてを採決します。 

本件はこのとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 
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異議なしと認めます。 

したがって、本件はこのとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第７ 議案第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 

議 長（田之畑） 

日程第７ 議案第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る７日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３１号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定についてを採

決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第８ 議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第８ 議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）を議題



会  議  の  経  過 

 

-9- 

とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る７日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

７番 前田議員。 

 

７ 番（前 田） 

この予算書に対してちょっと質疑いたします。この予算書の１８ページの土木費、

測量設計監理業務委託料１，４００万円ですよね。これは町道池之原大隅線の改良事

業であると説明を聞きましたが、この路線を選定した理由と、また町道池之原大隅線

に隣接するにぎやかタウン雪山の住民を初め、地域住民などから町に要請があったの

かどうか、そこらをお尋ねいたします。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

この路線は、池之原大隅線の改良舗装事業につきましては、陳情、要望があった路

線ではございませんが、平成２５年度から過疎計画にのせて順次事業を実施していく

大変重要な路線の一つでございました。そういう中で、新過疎法の関係で、これを昨

年でしたけれども、我がまちが卒業団体ということで、過疎の地域が外されるだろう

ということで、これを外した経緯がございまして、我がまち、地元選出の国会議員の

先生にもお願いいたしまして、何とか卒業団体にならないようにということをお願い

しまして、そしたら、今年３月に一応我がまちも過疎地域ということで認定を受けて

おります。そういう中で、今回こうして計上したのが経緯でございます。議員おっし

ゃるとおり、要望はございませんけれども、平成２５年度から一応過疎計画にのっけ

ていた道路という経緯もございまして、私自身、現場を昨日見てみましたところ、幅

員はそれぞれ草が生えていますけれども、7メートルはあるんだろうなと思っておりま

して、これをきれいにしたらいいまちの景観というものが見えてくるんだなと思って

おりまして、それぞれせっかく大崎町もきれいにされておりますので、これと隣接し

た道路として生きた道路になれば我がまちもありがたいなと思っております。 

それと、交通量も危惧されますけれども、ちょうど大隅重機さんが町に移転という

か、倉庫をつくられておりまして、ちょうど入り口のほうに建って、どちらのほうに

出ていかれるのかなと思ってみまして、道路を轍がずっとグリーンロードのほうに出

て、２２０のほうに出ているんだなと思いまして、それと失礼でしたけれども、社長

に電話を申し上げて、社長、車は、こうして我がまちにぎやかタウンの陥没のところ

に倉庫をつくられておりますが、交通量はどうですかということで、いや、普通車は

通りますということで、それで大型クレーン車はどうですかと言ったら、いや、クレ

ーン車の場合は、永吉台地のほうにクレーン車を置いておりますから、あそこの中を
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通ることはほとんどございませんということで、これは議会のほうで報告してもいい

ですかと言ったら、いいですよとおっしゃいまして、ですから大型はほとんど通らな

いということで、普通車はあそこを通るということはおっしゃいました。 

以上でございます。 

 

議 長（田之畑） 

ほかに質疑はありませんか。 

７番 前田議員。 

 

７ 番（前 田） 

ただいまの町長の説明を受けましたが、私もあそこは日常的に車なり、大型のトラ

クターで圃場に行くのにあそこを使っています。ですけど、ほとんど何の不便もない

です。かえって、手前の役場の下の通りほうが不便です。ここは町長も今まで農業を

されてて大型に乗っていたわけですよね。ちゃんと分かりますように、この役場の下

は３メートルもあるアタッチメントを付けて、走行はできません。でもあそこは簡単

に通れます、大型のアタッチメントで３メートルのアタッチをつけてもですよ。それ

で１４日に交通量を調査すればいいんじゃないかという話もあったものですから、ち

ょうど昼飯を食べながら、あそこで１２時３０分から１時間ほど車を停めて、ずっと

あそこでチェックをしました。そうしたら大崎のほうからグリーンロードのパチンコ

屋のほうに抜けるのは１時間で１１台、それで大崎から真っすぐ東串良の池之原のほ

うに抜けたのは軽トラックのほろを被ったのが１台、池之原からグリーンロードまで

来るのは１時間の間に１台もありませんでした。１４日の午後０時３０分から１時３

０分までですね、１時間ぐらいでいいだろうと思ってしました。ですから何らあそこ

は手をかける必要はないんじゃないかと思います。もし、あそこに手をかけた場合、

雪山の定住がありますよね。町長も議員時代に、あそこは陥没をするから駄目だよと

一生懸命反対された経緯がありますよね。それで、あそこで地盤沈下が始まって、地

盤調査が始まったですよね。専門家による調査が始まって、その専門家が指摘したの

は、家をのかして、そこを掘って、土を入れ替えないと駄目ですよという専門家の意

見だったですよね、覚えていらっしゃると思います。でも、まだそれはいまだにされ

ていませんよね、あそこは。ですから、あそこはもし工事が始まって、今大隅重機さ

んは、大型は通らないと言われた。今は通らないと思いますよね。でもあそこに大隅

重機さんが、この前１４日にも申し上げたけど、大隅重機さんがあそこに倉庫を造ら

れたときに、にぎやかタウン雪山の住民の方々が大変なことだと。何でかというと、

グリーンロードのほうに入り口が最初にあったですよね、大隅重機さんは。そうした

ら途中から、池之原からの鉄道線路のほうに入り口を変えられましたよね。あそこの

工事のときに、パイルだったと思うんですけれども、あれを打ち込む工事が始まった

んですよ。そうしたら住宅が揺れて、それから住民がびっくりして、これは大変なこ

とだと。ここにおればうちの土地は価値も何もなくなるということで、曳家から買取

りに変わったんですよ、３軒は。この前も申しましたけど。それで、もしあれが始ま
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れば、さっきも言ったように、物すごく地域住民、この前の説明の中でも町長も避難

道路としても必要だと言われました。避難道路として必要であれば、その避難場所が

どこにあるのか。あそこを通って、どこに避難をするのか。大崎のサンコウのあたり

に避難場所があれば別ですけど、あそこを通ってどこまで避難をするのか、ちょっと

疑問だなとうちは思います。だから、ぜひこれはもう１回よく考えていただければな

と思いますけれども、町長はどう思われますか。にぎやかタウン雪山の後、残された

１０件ですか、南側と北側のこの前曳家をした３軒ですね。あの方たちにも行って話

を聞いてみようかなと思うんですけれども、時間がなかったので、そこまではできま

せんでしたけれども、どうですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

議員おっしゃるとおり、いろんな意見があるだろうと思っております。そういう意

見をあらゆる角度から検証いたしまして、また再検討させていただければありがたい

なと思っております。それだけは御理解いただければありがたいなと思っております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

７番 前田議員。 

 

７ 番（前 田） 

もう１点、この予算、柏原のほうの寺町というのかな、あの住宅がいっぱいあると

ころ。あそこも議会でも何回か見に行きましたよね。あそこの場合、救急車が入らな

い場所があると、何回かあったような気がします。ですから、もしそういうところが

あれば、議会にも地域住民からの道路の舗装や排水などの陳情は出されていますよね。

だから陳情があるところも、なかなか難しい場所もあると思います、拡幅するのに地

権者の理解が得られない場所もあるかもしれませんけれども、こういう柏原の寺町な

ど、ああいう狭い道路にこういう予算を回したらどうなのかと、うちは考えますけれ

ども、町長、どうですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

調査委託業務でございますので、調査だけですので、一応それだけは御理解いただ

ければありがたいと思っております。それと寺町のほうは、建設課長どうやったけな、

一たん調査はしてないのけ、あひこは。まだ。ああいうところは議員おっしゃったと
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おり、消防車も入らないところ、救急車とか入らないところもございますので、そこ

はまた再度検討させていただきたいと思っております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

これで４回目ですけど、特に許します。 

７番 前田議員。 

 

７ 番（前 田） 

この測量設計監理業務委託料１，４００万円、これは具体的にどのような業務が委

託され、その後改良事業にどのように活用されていくのかをば、お尋ねします。 

 

議 長（田之畑） 

建設課長。 

 

建設課長（宮 地） 

今の御質問ですが、この１，４００万円の内訳は、この前の全協の中でも話をした

のですが、路線の調査、それと用地の調査、路線周りの家屋を調査して、またさらに

路線の調査の中で、ＣＢＲ試験等をして、この道路が大きな車などに対応するか、そ

ういう調査がこの１，４００万円の中に含まれているところでございます。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

ほかに質疑はありませんか。 

８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

町長の先ほどの答弁の中で、調査だけと言われましたけれども、調査だけして後は

どうするのかという問題が生じてくると思いますが、単なる調査だけであれば、今建

設課長の話と、町長の話とは少し食い違うところがあるのじゃないのかなというふう

に考えましたから質疑をするわけですが、町長、調査をされた後、どうされるつもり

ですか。 

 

議 長（田之畑） 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

設計業務ですけれども、来年度以降、これは年次ごとに２５年度から計画に入れた

ものですから、いろいろなそういうのを勘案しながら、建設に入るときもいろいろな
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また御意見も頂いたものですから、そういうのを調査しながら工事に入るには、そう

いうことをまた加味しながら発注したいと思っております。 

以上です。 

 

議 長（田之畑） 

ほかに質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

ないようですので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）を採決し

ます。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）に対する附帯決議

（案）の動議を提出いたします。 

 

議 長（田之畑） 

ただいま上園ミキ議員から、議案第３２号 令和３年度東串良町一般会計補正予算

（第３号）に対する附帯決議（案）の動議が提出されました。この動議は１人以上の

賛成者がありますので、成立しました。 

ここで暫時休憩します。 
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休  憩 午前１０時３５分 

――――――◇―――――― 

再  開 午前１０時３６分 

 

議 長（田之畑） 

それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。 

ただいま、お手元に配付いたしました、議案第３２号 令和３年度東串良町一般会

計補正予算（第３号）に対する附帯決議（案）の動議を日程に追加し、追加日程第１

として、直ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、この動議を日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題といたし

ます。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 追加日程第１ 発議第１号 議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計補正予算 

               （第３号）」に対する附帯決議（案） 

 

議 長（田之畑） 

追加日程第１ 発議第１号 議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計補正予算

（第３号）」に対する附帯決議（案）を議題とします。 

職員に発議第１号を朗読させます。 

事務局長。 

 

議会事務局長（浜 屋） 

   それでは朗読いたします。 

発議第１号。 

令和３年６月１６日。 

東串良町議会議長 田之畑稔殿。 

提出者 東串良町議会議員 上園ミキ。 

賛成者 東串良町議会議員 西園貞美。 

同じく 前田 隆。 

同じく 泊 重巳。 

同じく 宮地利雄。 

同じく 瀨戸山譲一。 
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議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）」に対する附帯決議

（案）。附帯決議案を、別紙のとおり東串良町議会会議規則第14条第1項の規定により、

提出します。理由、道路新設改良事業の執行にあたり、適切な事業の実施を求めるもの。 

議案第32号「令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）」に対する附帯決議。 

令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号）では、８款２項３目の「道路新設改

良費」において、測量設計監理業務委託料として１，４００万円が計上されている。 

町当局の予算説明では、町道池之原大隅線の整備事業に関するものであった。この事

業計画では、大崎町側がセンターラインを入れた道路拡幅整備をつい最近済ませた関係

もあり、その延長上にある本町側の８２３ｍも整備し、国道２２０号線が渋滞したとき

の幹線道路としての役割や、防災上の避難道路として整備したいとのことであった。ま

た、道路の両肩に草等が生えているため約５ｍ位の幅員となっているので、これも整備

したいとのことであった。 

町道池之原大隅線は旧鉄道の敷地跡であり、本町において現在の道路はかなり以前に、

センターラインはないものの道幅７ｍに整備した経緯がある。町当局の説明にあった雑

草による幅員への影響は、除草作業等を行えば十分に解消できる問題である。去る６月

９日に教育産業常任委員会では現地調査を行ったが、十分な幅員もあり、路面上の痛み

などもなく、交通の支障や不便さもないことを確認した。また、地域住民からの道路整

備や排水対策などを訴える陳情等も出されておらず、町当局が目的とする国道２２０号

線が渋滞したときの幹線道路としての役割や、防災上の避難道路としての役割も現在の

状況で十分に対応できるものであった。 

さらに、この路線の隣接地には、土地陥没によりその対策費として多額の町費を支出

した「にぎやかタウン雪山」がある。その解決までに長い年月を要したところであるが、

宅地そのものには抜本的な対策工法は施されてはおらず、現在においても企画課で土地

陥没に関する調査が継続して実施されている。この路線の道路整備が行われるとなれば、

大型車両等の交通量が増えることが予想され、その交通による振動で、隣接する住宅用

地の陥没を誘因するのではないかと、一方では危惧されるところである。 

町当局をはじめ町議会へは、町民から真に道路整備など要望する陳情が数多く出され

ている。今定例会においても、新川西中地区の住民から里道の整備陳情が出され、現地

調査の結果、整備する必要性を確認している。また、防災・減災特別委員会では、非常

時に対応できない道路を数ヶ所調査したことがある。例えば、一部地権者の同意が得ら

れず整備ができなかった経緯がある柏原の寺町などは住宅密集地であるが、救急車も通

れない道路状況であり早急な対策の必要性がある。また、施設園芸を営む方からも排水

対策を講じた道路整備も数ヶ所出されている。このように生活道路や農業経営上の必要

性から数多くの陳情が出され、諸問題から未処理となっている案件も数多くあるものと

思われる。 

以上のことから、今回計上された測量設計監理業務委託料１，４００万円については、

以下のとおりの使い途を求めるものである。 

１.町民・団体等から出された陳情等で未処理となっているものについて、今一度十

分な調査・精査を行い、緊急性、必要性の高いものから順次整備することを求める。 
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以上、決議する。 

令和３年６月１６日 東串良町議会。 

以上、朗読いたしました。 

 

 

議 長（田之畑） 

本案について、趣旨説明を求めます。 

８番 上園議員。 

 

８ 番（上 園） 

ただいま議題となりました発議第１号 議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計

補正予算（第３号）」に対する附帯決議ですが、内容については、事務局長が朗読した

とおりです。大きな事業を執行する上で、有益な過疎債や国庫補助事業を活用すること

はこの上なく当然なことであり、魅力あるものですが、一方で、一般財源の負担も生じ

ます。また、町議会には、町民から道路整備などへの切実な陳情が数多く出されていま

す。 

このことから、予算執行に当たり、真に必要な事業かを再度検証していただき、緊急

性の高いものから順次整備されるように、議会の希望的な意見を決議するものです。 

よろしく御賛同のほど、お願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから発議第１号 議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３

号）」に対する附帯決議（案）を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

ただいま議決されました発議第１号 議案第３２号「令和３年度東串良町一般会計

補正予算（第３号）」に対する附帯決議（案）について、その条項、字句、数字、そ

の他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。 

御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、条項、字句、数字、その他の整理を要するものについては、その整理

を議長に委任することに決定しました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第９ 議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会 

              計補正予算（第１号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第９ 議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明は、去る７日の会議で終わっております

ので、これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３３号 令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１０ 議案第３４号 消防ポンプ自動車購入契約について 

 

議 長（田之畑） 

日程第１０ 議案第３４号 消防ポンプ自動車購入契約についてを議題とします。 

本件について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

議案第３４号 消防ポンプ自動車購入契約について、御説明申し上げます。 

東串良町契約規則に基づき、指名競争入札に付した令和３年度石油貯蔵立地対策等

交付金、消防ポンプ自動車購入事業でございます。物品購入事業につきましては、物

品売買契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第８号の規定及び議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の

議決を求めるものでございます。 

提案の理由といたしましては、消防ポンプ自動車の物品購入金額が７００万円を超

えるためでございます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 
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討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３４号 消防ポンプ自動車購入契約についてを採決します。 

本件はこのとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本件はこのとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１１ 議案第３５号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第４号） 

 

議 長（田之畑） 

日程第１１ 議案第３５号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第４号）を議

題とします。 

本案について、町長からの提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

町 長（宮 原） 

議案第３５号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第４号）について、御説明

申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６５７万９，０００円を追加し、歳入歳

出それぞれ５５億１，３５７万９，０００円といたしました。歳入歳出予算の補正の

款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

「歳入歳出予算補正」によるところでございます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長（田之畑） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 
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質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

討論なしと認めます。 

これから議案第３５号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第４号）を採決し

ます。 

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１２ 常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件 

 

議 長（田之畑） 

日程第１２ 常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件を議題とします。 

各委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、お手元に配りまし

た所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

◆ 日程第１３ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

 

議 長（田之畑） 
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日程第１３ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題とします。 

委員長から会議規則第７５条の規定により、お手元に配りました本会議の会期日程

等、議会の運営に関する事項及び議長の諮問に係る事項について、閉会中の継続調査

の申出があります。 

お諮りします。 

委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議 長（田之畑） 

異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しまし

た。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

議 長（田之畑） 

これで、本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和３年第２回東串良町議会定例会を閉会します。 

 

閉  会    午前１０時５２分 
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